静電気の危険性
静電気とは？？
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プラスチックなどの絶縁体に帯電する電気固体・液体・気体を問わず、さまざまな絶縁体に帯電する状態をいう
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一方、銅線などの良導体には帯電する事なく静電気の発生を伴わない

静電気の発生
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静電気は基本的に異なる２つの物体が接触(摩擦等)して発生する。
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接触する二つの物体が離れているときに片方に(＋)の電荷が、他方に負(－)の電荷が帯電する

静電気の発生
[image: image5.png]


一方ないし両方が絶縁体であるか、または大地から絶縁されていると、接触(摩擦等)の作用が連続することにより電荷が蓄積し数千Ｖ、時には数万Ｖに達することがある

静電気の発生の機構
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接触分離による発生
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破壊による発生
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静電誘導による発生

石油製品の多くは接触分離による発生によって起こる。言い替えれば、石油製品は絶縁体であり、必ず静電気対策を行わなければならない。

静電気放電による発火

静電気による火災の多くは以下の過程をたどる
摩擦等により静電気が発生する

物体が絶縁状態にあると①の作用により電荷が蓄積する

帯電物体の異極間または帯電物体と接地導体の間で放電現象が発生する

放電現象が爆発限界濃度の可燃性物体(気体、粉体等)の中で発生し、放電エネルギーが可燃性物体の最小発火エネルギーよりも大きいと発火する

可燃性ｶﾞｽの最小発火ｴﾈﾙｷﾞｰは0.2mJで人体電位の1000Vに相当する衣服(主に化繊・ｳｰﾙ等)の脱着で、電位は1000V以上になる。

石油精製品の静電気の危険性
	引火点
	揮発性
	帯電性
	油種
	静電気対策

	40℃以下のもの
	高気化性
	非帯電
	中東原油
	不要

	
	
	帯電性
	製品GASO

軽質半製品GASO
	要

	
	中気化性
	非帯電
	南方原油
	不要

	
	
	帯電性
	重質半製品GASO

ジェット燃料
	要

	40℃を越えるもの
	低気化性
	非帯電
	－
	－

	
	
	帯電性
	灯油
	ｶﾞｽﾌﾘｰしていないﾀﾝｸ等に入れる場合　要

	
	不気化性
	非帯電
	重油・アスファルト
	不要

	
	
	帯電性
	軽油
	ｶﾞｽﾌﾘｰしていないﾀﾝｸ等に入れる場合　要


静電気による出火の予防法

静電気による出火を予防するには、静電気の蓄積を抑制し、火花放電を起こす前にそれを放散させる事が必要。

静電気による出火の予防法
静電気発生防止

静電気の発生を防止する事はできない。しかし接触する二つの物体の組合せによって発生する静電気量が異なるので、帯電序列の近接したものを組合せる事により静電気の発生を抑制できる。

　また、絶縁体でも導電性を持たせる事により静電気の発生を抑制する事ができる

静電気による出火の予防法
帯電防止
接地により発生した電荷の蓄積を防ぐ事ができる。また物体に導電性を持たせたり、帯電防止剤を使用する事、雰囲気中の湿度を上げる事(75％以上)によっても静電気の放散に効果がある

静電気による出火の予防法
その他

液体の移送などの際は流速・流量を制限して速度を遅くする事も重要

静電気の発生が予想される場所では十分な換気等を行い、可燃性ガス、引火性液体の蒸気などが爆発限界濃度に入らないようにする。

静電気対策の具体例

人体の除電

帯電防止作業服、導電性安全靴、帯電防止手袋の着用(帯電防止作業服の中に着る肌着は木綿製100％の物を着用する事)

放電バーでの人体帯電除去

作業前に必ず除電棒に触手し人体電位を逃がす。

塗装が施してあったり錆びている場合は除電されない

主にタンク開口部での作業前に実施(ﾀﾝｸﾏﾝﾎｰﾙ・検尺口等)
静電気対策の具体例
アース線等による設置－１

検尺ﾃｰﾌﾟ・検温管(ｻﾝﾌﾟﾗｰ)に取付けた静電ﾛｰﾌﾟ

静電ﾛｰﾌﾞとはﾛｰﾌﾟにｶｰﾎﾞﾝ等の特殊な除電用繊維を編みこんであり、そのﾛｰﾌﾟ自体で着火ｴﾈﾙｷﾞｰ以下に拡散・放電する働きをもっている。

導電ﾛｰﾌﾟはﾛｰﾌﾟに導電性金属を編みこんである物であり、導電ﾛｰﾌﾟでは油面等の接触面でｽﾊﾟｰｸする恐れがあるので、導電ﾛｰﾌﾟは使用してはならない。
タンク・ポンプ・ローリー車など

貯蔵設備や回転機器等は単独で接地を行なう

静電気対策の具体例
アース線等による設置－２

ﾍﾞﾝﾄﾗｲﾝからのｴｱｰ抜き時の受け缶

受缶を使用して油抜き等の作業を行なう場合の受缶の素材は金属製の物とし、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製などの缶は使用しない。また、確実にｱｰｽを取ること。

受缶には必ず絶縁物(取っ手の部分に持ちやすいｶﾊﾞｰなどが付いていないこと)

ﾀﾝｸ内作業に使用する水orｽﾁｰﾑﾎｰｽ

清掃機器・ﾌﾞﾛﾜｰ

蒸気や水でも噴出させると静電気は発生するので作業機器等に接地を行なう

静電気対策の具体例
流速制限

配管サイズに応じて、1m/sec・7m/secの流速制限

TANKﾚﾍﾞﾙ出し・出荷船・ﾛｰﾘｰ車・ﾄﾞﾗﾑ充填全てにおいて受入ノズルが浸かるまで1m/secの流速制限

ﾀﾝｸﾚﾍﾞﾙ出し…受ﾉｽﾞﾙの高さ+1m
F/Rﾀﾝｸはﾙｰﾌが浮き上がるまで

出荷船…本船最大Tankのﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾟｲﾌﾟの先端から30cm以上浸かるまで。

*ｷｼﾚﾝ・ﾍﾞﾝｾﾞﾝは

引火点が常温であり、非常に危険であるため

ｷｼﾚﾝ・ﾍﾞﾝｾﾞﾝの海上出荷は本船全tankのﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾟｲﾌﾟ先端から30cm浸かるまで初速制限を行なっている
静電気対策の具体例
減衰緩和

出荷配管等に取付けている、流量計・ｽﾄﾚｰﾅｰ・調節弁等により、乱流(ｶﾙﾏﾝ渦)が起こるため静電気の発生量が大。

　よって、流速制限を行なうと共に静置時間を取ることにより蓄積された静電気を緩和させる。

緩和措置が取れない設備等においては別の措置が取れれば、緩和措置を必要としない。

(例)

HC回収設備にある、静電気緩和槽

静電気対策の具体例
緩和時間(静置時間)

受入TANK…1時間以上

船舶…30分以上

ﾛｰﾘｰ…30秒以上

なお、静置時間帯における作業で、検尺やｻﾝﾌﾟﾙ採取などの作業は行なってはならない。

静電気対策の具体例
湿度の管理

冬場キシレン・ベンゼン出荷時の桟橋廻り散水

××及び△△桟橋監視小屋に湿度計があり、湿度50％以下で当該出荷船のﾃﾞｯｷの散水を実施している。

攪拌

TANKﾐｷｻｰ・ｼﾞｪｯﾄでの攪拌は油表面を突き破らない

ﾌﾟﾛﾍﾟﾗやｼﾞｪｯﾄﾉｽﾞﾙの最高部が液面より上回らないﾚﾍﾞﾙ管理を行う

空気や蒸気の吹込みでの攪拌作業は行わない

静電気対策の具体例
導電性材料の使用

ガソリン系検尺・ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ時の静電ロープ＆マットの使用

爆発混合気の除去

ﾛｰﾘｰ及びﾀﾝｸ車のﾀﾝｸ内に前荷のﾍﾞｰﾊﾟｰが残っている場合は、排除できる設備を設ける

(例)　陸・海上出荷HC回収設備

○○桟橋簡易防臭設備

静電気対策の具体例
その他

作業室の換気、排気

除電設備等の定期点検

従業員の教育
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